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慣れない環境で休まれることなく、とても素直に仕事を進めていただいています。
当初は遠く離れたご両親・ご家族・ご友人とLINEビデオ通話で毎日会話をされていたようです。
これからも元気な笑顔で介護サービスが出来るようスタッフ全員で支えていきたいと思っています。

看護部長からひとこと

看護部より
ネ パ ー ル

ス タ ツ フ 紹 介

これからも元気な笑顔で介護サービスが出来るようスタッフ全員で支えていきたいと思っています。

働き始めてから、1年が経過しました。当初は、新しい環境や業務内容、日本語で
のコミュニケーションに不安や緊張を感じていました。しかし、日々の業務を通し
て少しずつ経験を積み、仕事にも慣れ、自信を持って行動できるようになりまし
た。また、患者さまへの接し方や基本的な看護補助業務、清潔管理、時間管理の
重要性を学びました。チームの一員として働く中で、協力する姿勢や責任感の大
切さを理解することもできました。先輩方や同僚の皆さまから多くの指導を受け
、学ぶ機会に恵まれたことに感謝しています。この1年は、私にとって多くの学び
と成長があった貴重な時間でした。今後も努力を続け、より良い医療サービスを
提供できるよう貢献していきたいと思っています。

最初は日本語がうまく話せず、患者さまや職場の人の言葉が分からなくて、とて
も不安でした。仕事が遅くなってしまい、周りの人に迷惑をかけてしまったと思う
こともありました。仕事の流れも覚えられず、毎日緊張しながら働いていました。
失敗して注意されることもあり、家に帰ってこれからどうしようかなと考えた日も
ありました。患者さまとのコミュニケーションがうまく取れず、悩むことも多くあり
ました。でも先輩がやさしく教えてくれたり、患者さまが笑顔で声をかけてくれた
りして、少しずつ気持ちが前向きになりました。患者さまと職員の皆さんから「あ
りがとう」「助かったよ」と言われたとき、この仕事を選んでよかったと思いました。
今は先輩に支えていただきながら仕事にも慣れてきて、自分から行動できるよう
になりました。これからはもっと日本語を勉強し、介護の知識や技術を身につけ
て、患者さまに安心とやさしさを届けられる介護士になりたいです。

この1年間患者さまの日常生活の支援として食事・入浴・排泄・移動の補助など
を行ってきました。また、安全に配慮しながら患者さまが安心して療養できるよ
う心掛けて取り組みました。業務の中で、先輩スタッフや医療スタッフと連携し、
報告・連絡・相談を大切にしてきました。さらに時間を守ることや責任を持って働
くことの重要性を学びました。今後もこの経験を活かし、より良い介護サービス
が提供できるよう努力していきたいと思っています。

この1年はとても大切な時間でした。
この仕事は心を使う仕事だと感じました。
言葉が難しいく業務がいっぱいあり、慣れるまでは大変でした。
もっと勉強をして安全でやさしい介護をしたいです。
将来も日本で働き続けて患者さまに安心を抱いていただける
介護士になりたいです。　

日本に来て1年間、介護の仕事をして責任の重さと、チームワークの大切さを強
く感じています。最初はことばや仕事に自信がなく、間違えたらどうしようといつ
も不安でした。でも、先輩や同僚がやさしく教えてくれて、すこしずつ出来ること
が増えました。忙しくて疲れる日もありますが、人の命を支える大切な仕事だと
毎日感じています。患者さんの痛みや不安に寄り添い、「ありがとう」といわれた
とき、この仕事をしてよかったと心から思いました。これからももっと勉強して、良
い介護ができるように頑張りたいです。

仕事を始めた頃は、分からないことが多く、仕事の流れを覚えるのが大変でした
。しかし、毎日の業務を通して、少しずつ自分で考えて行動できるようになりまし
た。この一年間で、患者さまとのコミュニケーションの大切さや、小さな変化に気
づくことの重要性を学びました。また、安全を意識して働くことやチームで協力
することの大切さも実感しました。患者さまから「ありがとう」と言われた時は、こ
の仕事を選んで良かったと心から思いました。これからも、日本語能力と介護の
専門知識をさらに身につけたいと考えています。将来は、患者さまや同僚から信
頼される介護士になることを目標に、努力を続けていきたいです。

N3病棟

N3病棟

S2病棟

S2病棟

N3病棟

N3病棟

●シャヒ ビパナ クマリさん

●バスネット スダさん

●バット サンギタさん

●プラダン ラリタさん

●チョウダリー シャンティさん

●プラダン ラクシミさん
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れんこんのすり流し汁

れんこんを使用した副菜レシピ

・れんこん 80ｇ　・生椎茸 1 枚（10ｇ）

・絹豆腐 150ｇ　   ・油あげ 10ｇ　

・ほうれん草（茹でたもの）少々　　　

＜調味料＞

・出し汁 300ml　味噌大さじ 1 杯

材料

②：鍋に出し汁を入れ椎茸を入れて煮る。沸騰したら油あげを入れて

      煮る、火を止めて味噌を溶き入れ豆腐とほうれん草を入れて加熱

      最後にすりおろしたれんこんを入れる。

レシピ

健康レシピ

管理栄養士さん直伝

れんこんに含まれる栄養素

ビタミン C食物繊維 カリウム

2 人分

栄養その 3：カリウム

栄養その 4：タンニン ( ポリフェノールの一種 )

栄養その 1： 食物繊維 2.0ｇ( 水溶性 0.2ｇ不溶性 1.8ｇ)/100ｇ中
不溶性食物繊維を多く含む。便秘予防

栄養その 2：ビタミン C 48mg/100ｇ中　
コラーゲンを生成する際に必要・美肌作りにも

重要な栄養素・免疫力アップ

れんこんのビタミン C は加熱しても壊れにくい

440mg/100g 中
ナトリウムを排出する働きがある

高血圧の予防やむくみ対策

筋肉や神経の働きを助ける

抗酸化作用がある　切り口の褐変の原因物質　皮に多

く含まれる　止血作用や炎症を抑える働きがある

栄養その 5：鉄
貧血予防

①：れんこんは皮をむきすりおろす。椎茸は薄切りにする。

れんこんのすり流し汁

②：鍋に出し汁を入れ椎茸を入れて煮る。沸騰したら油あげを入れて

      煮る、火を止めて味噌を溶き入れ豆腐とほうれん草を入れて加熱

ビタミン C食物繊維 カリウム

①：れんこんは皮をむきすりおろす。椎茸は薄切りにする。

鉄

タンニン

0.5mg/100g 中　

れんこんの穴は何個？

真ん中に小さいものが 1 個、まわりに９個、全部で 10 個が普通

『将来の見通しが良い』とされ縁起の良い食材としてお正月のお

せち料理に使用されます。

「中小病院の強い味方登場！」

新しい機械の導入で患者さんにはこんなメリットがあります

薬剤部
より

自動秤量機能付き散剤分包機

写真①
自動秤量機能付き散剤分包機
粉ぐすり量るところから1回分ずつ袋に
詰めるところまで自動でしてくれます

写真②
鑑査支援機能付き全自動錠剤分包機
・ヒューマンエラーのリスクを最小化できます
・内臓の高機能カメラがお薬の色、形、大きさといった要素
  を分析し鑑査（できた薬のチェック）を支援してくれます

OPEN

写真③
最後は人がしっかり
確認しています

!

✓お薬が速く正しく作ることができるようになりました。

✓ベッドサイドに足を運び患者さんの体調変化やお薬への不安、飲み合わせの相談
   などに多くの時間を使うことができるようになりました。

✓より安全な医療を提供するために薬剤師としてチーム医療に参加する時間が増えました。

《機械化で患者さんに身近な薬剤師へ》
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〒611-0001 京都府宇治市六地蔵奈良町 9 

医療法人徳洲会 六地蔵総合病院 ☎ 0570-00-3317
HP　http://www.rokujizogh.jp/
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2026

新春号
Vol.8

写真／雪景色の平等院鳳凰堂

理想の病院作り  1P・2P理想の病院作り  1P・2P

ネパールスタッフ紹介 : 看護部より
中小病院の強い味方登場！: 薬剤部より

受付時間 13:30 ～ 16:00
（診療時間 14:００～）

受付時間 8:30 ～ 12:00
（診療時間９:００～）

午後
（火・水・金）

午前


